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令和５年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（小学校算数）

具体的な場面と関連付けて式を読む
ことができるようにすることが重要で
す。式の中の数値や演算は何を表して
いるかを明らかにして説明する活動を
取り入れましょう。

除法の性質に着目し，除数が小数である場合の計算の
仕方を説明することに課題がある。

正答率 ４２.３％
無解答率 １.７％

正答率 ４８.９％
無解答率 ３.２％

主な誤答:90×５が「イ」

・５という数値がある選択肢を選んでいる。

主な誤答:｢ア｣・｢イ｣

本設問は，「除法の計算で，除数及び被除数
に同じ数をかけても商は変わらない」という性
質を生かして，計算の仕方を考えることができ
るかを問う問題です。本設問を用いて指導する
際には正答を扱うだけでなく，誤答である選択
肢の計算も扱い，計算に関して成り立つ性質を，
小数の計算でも活用できるようにしましょう。

数量の関係に着目し，計算の仕方を工夫した式を場面
と関連付けて読み取ることに課題がある。

アの場合も，商は正しくなりますよ。

でも，整数のわり算にできていないの
で，エのほうがよい工夫だと思います。

例示した性質の活用と同じ考え方

数を整数にすることだけに着目



主な誤答
・根拠となる正方形の性質を正しく記述できていない。
（例） 正方形の向かい合っている辺の長さは等しいから，・・・

・正三角形になる理由を正しく記述できていない。
（例） の三角形には長さの等しい辺が２つあります。

正答率 ２２.０％
無解答率 １０.７％

指導のポイント

示された図の三角形が，正三角形になる理由を説明する
ことに課題がある。

第４学年

本設問の場面では，操作が同じであるが完成し
た三角形が異なる理由を説明しています。その根
拠を明確にするためには，二等辺三角形と正三角
形の意味や長方形と正方形の性質の違いに着目さ
せる必要があります。

図形を構成する要素に着目して図形を観察したり，操
作したりする活動を通して，図形の意味や性質を見いだ
したり，それらの操作について，図形の意味や性質を基
に考えたりできるようにすることが大切です。
例えば，紙を折ったり切ったりすることによってでき

た図形だけでなく，円の中心と円周上の２点を結んでか
いた三角形や，合同な図形を写し取ってかいた対称な図
形，図形を敷き詰めてできた模様などを観察することで
図形の意味や性質を見いだしたり，既習の図形の意味や
性質と自分が行った操作を結び付けてできた図形を弁別
したりする活動も考えられます。

正答例
正方形の４つの辺の長さは等しいから， の
三角形には長さの等しい辺が３つあります。

根拠

判断した事柄

判断した事柄

根拠



主な誤答
・２つの図形にわけて考えることに着目しているが，
図形について誤って説明している。
（例） ２つの長方形に分けて考えます。・・・

正答率 ３９.４％
無解答率 １０.０％

指導のポイント

図形の構成要素に着目し，図形の体積の求め方を説明
することに課題がある。
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本設問では，体積を工夫して求めるだけ
でなく，求める過程も説明する必要があり
ます。

問題を解決するために，場面を解釈して数量の関係を
捉え，式を用いることができるようにしましょう。授業
では，自分の考えを式を用いて説明するだけでなく，他
の考えについても式などから捉え，どのように式を用い
たのかを説明できるようにしましょう。

正答例
２つの直方体に分けて考えます。
１つめの直方体の体積は，５×４×４＝８０
２つめの直方体の体積は，５×９×２＝９０
２つの直方体の体積を合わせると，
８０＋９０＝１７０

【○○さんの式】
５×４×６＝１２０
５×５×２＝５０
１２０＋５０＝１７０

【◇◇さんの式】
５×９×６＝２７０
５×５×４＝１００
２７０－１００＝１７０

式から，どのように考えて体積を求めたのか
わかりますか。

○○さんは，図形を
２つの直方体アとイ
に分けて，体積を求
めていると思います。

◇◇さんは，大きな
直方体アをつくって，
その体積から直方体
イの体積をひいてい
ます。

ア

ア

イ

イ

考え方

考え方

考え方
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主な誤答
・代金に着目しているが，おにぎりの個数と代金の関係
について記述できていない。
（例） 代金が２倍，３倍になっていないから。
・比例しない理由とならないものを記述している。

（例） 代金が120円ずつ増えているから。
（例） おにぎり１個のとき，220円だから。

正答率 ４０.２％
無解答率 １３.３％

伴って変わる二つの数量の関係が比例であるかどうかを
判断し，その理由について説明することに課題がある。

伴って変わる二つの数量の関係が比例の関係かど
うかを判断する際には，「一方が２倍，３倍，４倍，
…になると，他方も２倍，３倍，４倍，…になる」
と述べるだけでなく，表の具体的な数値を示して，
その関係を説明できるようにすることが大切です。

本設問では，(１)において比例の関係，
(２)において比例しない関係を表に示して
います。比例しないことも扱うことは，比
例の性質を理解することにつながります。

全国学調問題にチャレンジ
R5 １ (3)

正答例
・おにぎりの個数が２倍，３倍になっても，それにとも
なって，代金は２倍，３倍になっていないから。
・おにぎりの個数が１個から２個と２倍になっても，
代金は２２０円から３４０円で２倍になっていないから。

指導のポイント

表をみると，おにぎりの個数が１個から２個，
３個と２倍，３倍になると，代金は120円から
240円，360円と２倍，３倍になるので，代金
はおにぎりの個数に比例していると思います。

比例である（ない）と，どうして考えたのですか。

2倍
3倍

3倍
2倍

2倍

□倍

おにぎりの個数が２個から４個と２倍になっても，
代金は340円から580円で，２倍になっていません。
だから，代金はおにぎりの個数に比例していません。


